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僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁

だ
。
◆
「
地
域
計
画
」
は
、

ど
の
農
地
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
守
る
か
、
将
来
に
向
け

た
話
し
合
い
を
進
め
る
手
段

で
あ
る
。
策
定
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い
。
手
段
を
活

用
し
、
守
る
べ
き
農
地
を
荒

ら
さ
ず
、
住
み
続
け
ら
れ
る

状
況
を
創
り
続
け
る
こ
と
こ

そ
が
〝
最
大
の
目
的
〟
で
あ

る
。

（
こ
）

き
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機

感
だ
っ
た
。
農
業
従
事
者
が

激
減
し
、
今
や
全
て
の
農
地

を
守
る
の
が
困
難
な
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
将
来
ま
で
農

村
に
住
み
続
け

る
に
は
、
荒
ら

さ
ず
に
守
る
農

地
と
、
そ
れ
以
外
の
農
地
を

｢

地
域
の
話
し
合
い｣

に
よ
り

峻
し
ゅ
ん

別べ
つ

す
る
こ
と
が
不
可
欠

現
在
は
、
農
地
の
利
用
調
整

組
織
（
１
階
部
分
）
と
農
業

生
産
を
担
う
営
農
組
織
（
２

階
部
分
）
が
役
割
分
担
す
る

「
集
落
連
携
１
０
０
㌶
農
場

づ
く
り
」
に
取
り
組
む
地
域

も
生
ま
れ
て
い
る
。
◆
い
ま

振
り
返
る
と
、
取
り
組
み
の

原
動
力
は
、
「
地
域
の
農
地

が
荒
れ
る
と
農
村
で
生
活
で

集
団
転
作
に
取
り
組
み
、
み

ん
な
で
地
域
の
農
地
を
守
る

集
落
営
農
を
推
進
し
た
。
◆

平
成
に
入
る
と
、
転
作
が
一

段
と
厳
し
く
な
る
中
、
集
落

単
位
で
は
不

足
す
る
人
材

や
農
業
機
械

を
旧
村
単
位
で
確
保
す
る

「
地
域
農
場
づ
く
り
」
が
始

ま
り
、
農
作
業
受
託
組
織
を

中
心
に
営
農
の
効
率
化
を
め

ざ
す
取
り
組
み
が
進
ん
だ
。

◆
私
が
京
都
府
職
員
と
な

っ
た
昭
和
60
年
代
は
、
米
の

転
作
目
標
の
達
成
が
至
上
命

題
だ
っ
た
。
当
時
の
転
作
率

は
約
20
％
で
、
府
南
部
で
は

す
で
に
園
芸
が
盛
ん
だ
っ
た

が
、
米
作
中
心
の
中
北
部
で

は
黒
大
豆
・
小
豆
を
中
心
に

制
の
ア
ポ
イ
ン
ト
型
商
談
＋

フ
リ
ー
商
談
、
②
フ
リ
ー
商

談
の
み
の
２
パ
タ
ー
ン
か
ら

選
択
で
き
る
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多

く
の
事
業
者
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
販
路
開
拓
の
幅
が

広
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。締

め
切
り
は
６
月
５
日
。

商
談
の
進
め
方
の
研
修
会

も
予
定
し
て
い
る
。
詳
細
は

『
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

京
都
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.agr-k.o

r.jp/nbc-kyoto/content

s/735/

）
で
紹
介
。

会
・
展
示
会
２
０
２
３
」
の

売
り
手
募
集
が
始
ま
っ
た
。

府
内
の
農
林
漁
業
者
と
全
国

の
販
売
業
者
を
マ

ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

販
路
開
拓
を
支
援

す
る
。

今
回
初
め
て
フ

リ
ー
商
談
ブ
ー
ス

を
設
け
、
買
い
手

の
事
前
予
約
無
し

で
も
商
談
可
能
と

な
る
。
出
展
方
法

も
、
①
事
前
登
録

10
月
25
日
に
〝
み
や
こ
め

っ
せ
〟
で
開
催
さ
れ
る
「
き

ょ
う
と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
改
正
に
対
応
し
た
「
地
域

計
画
」
策
定
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
京
都
府
農

業
会
議
の
「
現
地
推
進
役
」

（
㊤
チ
ラ
シ
）
が
農
業
委
員

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
連
携
し
、
各
地
域
で
活

動
を
強
化
す
る
。

現
地
推
進
役
は
、
農
業
委

員
会
の
現
地
活
動
の
拠
点
と

な
る
「
地
区
連
絡
会
議
（
略

称
＝
地
区
連
）
」
に
農
地
中

間
管
理
事
業
の
現
地
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参
画

し
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
担
い

手
、
関
係
機
関
と
力
を
あ
わ

せ
て
目
標
地
図
に
よ
る
農
地

貸
借
を
推
進
す
る
。

４
月
か
ら
総
括
推
進
役
に

就
任
し
、
７
０
０
人
の
委
員

と
共
に
、
各
地
域
の
課
題
解

決
に
奔
走
す
る
小
森
聡
さ
ん

は
、
今
年
３
月
に
山
城
広
域

振
興
局
（
農
業
委
員
会
協
議

会
事
務
局
長
）
を
退
職
し
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
農
業
振

興
に
役
立
て
る
た
め
農
業
会

議
の
総
括
推
進
役
に
着
任
し

た
。京

都
版
で
は
、
今
月
か
ら

現
地
推
進
役
が
「
想
い
」
を

交
代
で
執
筆
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
製
造
を
他
県
に

委
託
し
て
い
た
が
、
地
元
の

工
場
建
設
で
、
醸
造
か
ら
販

売
ま
で
与
謝
野
町
で
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
で
き
た
て
を

味
わ
え
る
飲
食
ス
ペ
ー
ス
も

設
け
る
予
定
だ
。

「
地
元
に
雇
用
を
生
み
出

し
産
業
を
育
て
た
い
。
多
く

の
観
光
客
に
与
謝
野
産
ビ
ー

ル
と
丹
後
の
海
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
濱
田
社
長
は
話

す
。

(

与
謝
野
町
農
業
委
員
会)

ー
ル
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
」
を
商

品
化
、
ネ
ッ
ト
や
百
貨
店
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
販
売
し
て

い
る
。
生
の
ま
ま
冷
凍
し
た

ホ
ッ
プ
を
使
っ
た
ビ
ー
ル

は
、
香
り
が
濃
く
味
わ
い
深

い
と
人
気
だ
。

町
で
８
年
前
に
栽
培
が
始

ま
っ
た
与
謝
野
ホ
ッ
プ
に
可

能
性
を
感
じ
、
同
時
に
、
阿

蘇
海
の
牡
蠣

カ

キ

殻
を
排
水
の
濾ろ

過か

に
活
用
し
て
環
境
問
題
も

解
決
し
た
い
と
考
え
、
事
業

を
始
め
た
。

与
謝
野
町
岩
滝
の
㈱
ロ
ー

カ
ル
フ
ラ
ッ
グ
（
濱
田
祐
太

代
表
取
締
役
）
は
、
与
謝
野

町
産
ホ
ッ
プ
を
使
用
し
た
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
工
場

『
丹
後
屋
醸
造
』
を
、
７
月

１
日
、
与
謝
野
駅
前
に
オ
ー

プ
ン
す
る
（
製
造
は
秋
以
降

の
予
定
）
。

濱
田
社
長
は
、
地
元
丹
後

の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
２
０

１
９
年
、
大
学
在
学
中
に
同

社
を
設
立
。
町
内
産
の
ホ
ッ

プ
を
使
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ

シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
「
炊
き

込
み
ご
飯
」
や
羽
二
重
餅
の

も
ち
米
と
丹
波
大
納
言
の
小

豆
で
炊
き
上
げ
た
「
赤
飯
」

を
大
釜
に
用
意
し
、
パ
ッ
ク

に
詰
め
て
販
売
し
ま
し
た
。

来
客
が
と
て
も
多
く
、
準
備

し
た
各
２
０
０
パ
ッ
ク
は
30

分
ほ
ど
で
完
売
。
男
性
農
業

委
員
や
事
務
局
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
模
擬
店
は
大
成

功
で
し
た
。

農
業
委
員
に
な
っ
て
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
自
粛

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
、
ベ
テ
ラ
ン
で
頼
り
に
な

る
林
委
員
、
レ
シ
ピ
を
考
え

た
段
取
り
上
手
な
居
相
委
員

と
一
緒
に
楽
し
く
作
業
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
、
農
業
の
す
ば
ら

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
一
緒
に
活
動
に
参
加
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
綾
部
市
農
業
委
員
会
・

髙
橋
加
絵
委
員
）

女
性
農
業
委
員
３
人
で
模
擬

店
を
出
店
し
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た
コ

綾
部
市
豊
里
地
区
で
３
月

12
日
、
３
年
ぶ
り
に
〝
う
め

梅
ま
つ
り
〟
が
開
催
さ
れ
、

長
男
の
千
太
郎
さ
ん(

10)

は
、

す
で
に
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
学

校
が
休
み
の
日
に
は
、
親
子
そ
ろ

っ
て
農
作
業
に
精
を
出
す
。

未
来
の
担
い
手
に
と
っ
て
魅
力

的
な
農
業
経
営
を
目
標
に
、
今
年

は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
育
て
る
野

菜
の
作
目
を
増
や
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
も
計
画
中
。
次
世
代

に
農
業
を
つ
な
げ
る
準
備
は
、
も

う
始
ま
っ
て
い
る
。

（
京
田
辺
市
農
業
委
員
会
）

本も
と

林
ば
や
し

千ち

治は
る

さ
ん(

49)

は
、
京

田
辺
市
大
住
地
域
で
休
耕
地
や
借

り
手
が
な
い
農
地
を
引
き
受
け
、

約
１
㌶
で
特
産
の
ナ
ス
、
水
稲
、

花
卉
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

ナ
ス
の
連
作
障
害
を
抑
え
る
土

壌
改
良
や
微
生
物
活
用
の
取
り
組

み
に
加
え
、
同
志
社
大
学
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
す
る
馬
術
部

か
ら
譲
り
受
け
た
馬
糞
を
堆
肥
化

し
て
使
用
す
る
な
ど
、
工
夫
し
な

が
ら
経
営
改
善
を
重
ね
て
い
る
。

京田辺市 本林千治さん

休
日
は
親
子
で
農
作
業


３
年
ぶ
り

う
め
梅
ま
つ
り

女
性
農
業
委
員
の
お
店
大
盛
況


本
林
千
治
さ
ん
（
右
）
と
千
太
郎
さ
ん

新
工
場
で
町
を
活
性
化

与謝野ホップのクラフトビール与謝野ホップのクラフトビール与謝野ホップのクラフトビール

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会･

展
示
会

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会･

展
示
会

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会･

展
示
会

売
り
手
募
集
開
始

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
」
を
手
に

す
る
濱
田
社
長

｢

地
域
計
画｣

の
目
的

昨
年
も
多
く
の
商

談
が
行
わ
れ
た

農
業
会
議
の

現
地
推
進
役
が

農
業
委
員
会･

行
政
と

連
携
し
て

地
区
連
で｢
地
域
計
画｣

を

推
進

髙
橋
委
員
（
右
）
と
居
相
雅
代
委
員
（
中
央
）
、
林
多

嘉
子
委
員
（
左
）

現地推進役は農業委員会の元事務局長や京都府の元職員など、
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